
数Ⅲ 【微分法】 

 

エクセルとで
 
 




   の直観的な理解を促す

１　はじめに

　次期学習指導要領の本文中には、「コンピュータなどの情報機器を用いるなどして…」という言葉が至る所に見られ

る。今回は次期学習指導要領ページ、「極限
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


   が収束することを、コンピュータなど

の情報機器を用いるなどして直観的に理解させるようにする」を読み、実際どのような授業が考えられるか構想してみ

た。

２　授業構想

　〇  の微分を考えさせる。定義を用いて
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　　ここで、
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
とおくと、のときなので、
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　　ここまで式変形させ、
 



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   はどうなるか質問し、予想させる。不定形なので、収束、発散、どちらの意見

　も考えられる。その後、で、



   のグラフを見せる。定義域はだが、

 

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
   が収束

　することが直観的に理解させることができると思う。また、エクセルの計算機能を使って、が微小の時の



   

　の値を示してもよいのではないかと思う。

３　おまけ

　



   のグラフを見せることで、

 





   がに収束することも伝えられる。

 


